
 

 
コロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」の規模 

 

 

 

 

 

Ⅰ．原油価格高騰対策 １．５兆円 

程度 

０．３兆円 

程度 

１．２兆円 

程度 

１．５兆円 

程度 

Ⅱ．エネルギー・原材料・ 

  食料等安定供給対策 

０．５兆円 

程度 

０．１兆円 

程度 

― ２．４兆円 

程度 

Ⅲ．新たな価格体系への 

  適応の円滑化に向けた 

  中小企業対策等 

１．３兆円 

程度 

０．１兆円 

程度 

― ６．５兆円 

程度 

Ⅳ．コロナ禍において 

  物価高騰等に直面する 

  生活困窮者等への支援 

１．３兆円 

程度 

１．０兆円 

程度 

― １．３兆円 

程度 

Ⅴ．今後への備え 

  （予備費の確保） 

１．５兆円 

程度 

― １．５兆円 

程度 

１．５兆円 

程度 

 

合  計 

 

６．２兆円 

程度 

 

１．５兆円 

程度 

 

２．７兆円 

程度 

 

１３．２兆円 

程度 

 

（注）一般予備費の使用額は、０．４兆円程度（Ⅰ：0.3 兆円程度、Ⅱ：0.1 兆円程度）。 

   新型コロナウイルス感染症対策予備費の使用額は、１．１兆円程度（Ⅱ：90 億円程度、

Ⅲ：0.1 兆円程度、Ⅳ：1.0 兆円程度）。 
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